
甲府を望む場所で眠ります

3年の間、死を伏せさせた信玄でした

武田氏館跡歴史館
（信玄ミュージアム）

信玄誕生にまつわる
伝説の山
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百名山百名山

●信虎は奇行や野蛮で非道
な行為が多く、家臣の精神的
な離反もあったようです。対
外的には父を追放した不孝
者として信玄は揶揄されま
した。それに怒った上杉謙信
の話も有名ですね。

府に移し建立したお寺。撞木造の本堂
は東日本でも有数の規模の木造建築
物で、山門や阿弥陀如来像とともに国
の重要文化財に指定されています。

信玄の次男・竜宝のお墓です。信州
海野城主となったこともありました
が、目が不自由で早くから仏門に帰
依し、半僧半俗でもあり「お聖導様」
と呼ばれました。

を逃れて非難し、
信玄を出産したと
伝わります。本堂裏
手には、信玄の産
湯を汲んだ井戸が
残っています。

信虎が籠城するために築いた城。完成して間もなく駿
河勢が侵攻してきましたが、無事に撃退し、その時に
信玄が生まれました。要害山山頂には、「武田信玄公
誕生之地」と書かれた、東郷平八郎書の石碑がありま
す。

南北朝時代に甲斐国の守護を務めた武田
信武が創建。信玄からは9代前に当たり、武
田氏中興の祖といわれています。また、信玄
の息子・勝頼の菩提寺ともなっています。

飯田河原の戦いの際に
信虎がここで若君誕生
の夢を見たという伝説
や信玄本人がここにあ
る石を枕に戦いの勝敗
を占う夢を見たといっ
た言い伝えがあります。
大泉寺の東側です。

武田氏館跡東側から見える夢見山

東郷平八郎書の石碑

このお寺には、三条夫人の葬儀目
録や護身用の短刀、打敷などの文
化財が残されています。

武田竜宝供養塔

●信長により京都の市中に晒しものになっていた
勝頼の歯髪を密かに甲斐に運び、このお寺に埋葬し
たので、後に正式に墓所となりました。

碑 したといわれています。没後200年の
ことでした。
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（たけだりゅうほうくようとう）

躑躅が崎館跡
現・

館の正門といわれる東側の大手には武
田氏の城の特徴である三日月堀がつく
られました。これは伝説の軍師・山本勘
助の助言によるものかもしれません。

す。仏殿は16世紀中期に造られた国の重要文
化財です。

いた父（信虎）や母（大井夫人）の画像は国の重要
文化財に指定されています。

信玄の母・大井夫人の菩提寺。夫人は故郷（現・南アルプス市鮎沢）
の長禅寺（現：古長禅寺）住持・岐秀元伯に深く帰依し、彼に信玄
の家庭教師役も依頼しました。信玄はそこで儒学や禅、治国を修
学。信玄の出家に際して、岐秀元伯は導師をつとめたとされます。
この甲府の長禅寺は大井夫人墓所ともども移されたお寺です。

三河攻め途上で病死した信玄の遺体は、武
田24将の一人、土屋右衛門尉昌続の邸内に
仮埋葬されていました。後に銘が記された石
碑が発掘され、墓と定められました。

武田竜宝供養塔
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金手駅

信玄の父・信虎が自らの位牌所として創建したお寺。その後天文10年
（1541）に信玄によって駿河国に追放され、諸国を30年余り流浪した
信虎は結局、帰国が叶わずに信州高遠で病没しました。孫の勝頼によ
りここ大泉寺で葬儀が執り行われました。

躑躅が崎館跡
（武田神社）

大村智
記念学術館
山梨大学

武田氏中興の祖・武田信武と
最後の国主・武田勝頼の菩提寺
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